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令和 7 年度北九州支部総会は、6 月 29 日、門司港レトロにあるプレミアホテル門司港にて開催されま

した。 梅雨時で雨が心配されましたが、例年より早い梅雨明けにより、真夏を思わせる青空のもと 23 人

（保護者 16人 学生 7人）にご参加いただき、開催することができました。 

 

まずは、第一薬科大学廣村教授による大学現況説明をいただきました。講義は、学年ごとの年間スケジ

ュールから始まり、進級の判定基準などの話を経て、国家試験合格に向けた話がありました。合格のために

は 5年生時の実習が行われていない時期が大切で、この時期に、しっかりと国家試験の過去問をやってお

かなければ、その後の挽回はなかなか難しいことなどをお話しいただきました。 

 

つぎに、HYUGA PRIMARY CARE 株式会社（きらり薬局）第二経営支援部 谷田 亮様より「これ

からの薬局業務と国が求めること・在宅業務の必要性」と題し、時折笑いを交えながら、わかりやすく今後

の薬局業務の方向性についてご教示いただきました。 

 

最後の講義は、第一薬科大学卒業生で、現在九州大学大学院薬学府博士課程３年に在籍中の猪尾俊

輝様に「薬剤師国家試験合格に向けた学習戦略と心構え」として、国家試験合格体験談をお話しいただき

ました。また、大学院生としての生活もご紹介いただきました。 

 

総会の後は、同ホテル内のレストランに会場を移し、懇親会が行われました。懇親会には、ご講義いただ

いた先生方のほか、前田後援会事務局長、松本看護学部支部長にもご同席いただきました。おいしいラン

チとともに終始和やかな雰囲気のなか、先生方への気軽な質問や、保護者同士、学生との交流が行われま

した。 

 

総会の内容は非常に充実しており、今後のためになるものでした。これからも大学と保護者とがベクトル

をあわせて同じ方向へと進むために、次年はより多くの会員様にご参加いただきたいと感じました。今後と

も、支部活動にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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